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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、世紀転換期のドイツにあらわれた、「文化危機」にかかわる論議を、とりわけ文学者トーマス・マンに
即して検討し、芸術と社会をめぐる彼の思考の位置づけをこころみたものである。全体は〈序〉、４章に分かれた本
論、〈結び〉、さらに参照文献から構成され、A4 判 118 ページ（400 字詰原稿用紙にして約 350 枚）に及ぶ。 
 〈序〉では、1880 年代以降、「文筆家 Schriftsteller」が、進行する社会の近代化にたいする批判的な言説の主体と
して、公論の世界に登場してきたことが確認される。教養市民層を主たる出自とする彼らは、ドイツ国民国家の近代
化を批判的にとらえていたが、第一次世界大戦を契機として、西欧諸国とは異なるドイツ的固有性の擁護へと転じて
いった、という基本的視角が示される。 
 第１章は、第二帝政下で書籍市場に出現した新たな動向を、「文筆業」の成立という視点から概観する。広範な読
者層を狙った文芸雑誌の叢生は、職業としての文筆家を生み出した。それにともない、「エッセイ」という文芸ジャ
ンルが、読者の需要に応える形式として活況を呈する一方、新興芸術の綱領を打ち出すメディアともなった。自然主
義をはじめとする、一連の「モデルネ」の文芸思潮は、出版業および文芸ジャンルの形態変化と緊密に結びついてい
た。そこからやがて、産業社会の現実への批判的コミットメントを唱える社会志向的な立場と、芸術の美的自律性を
強く主張する唯美的な立場が生まれる。文学的モデルネは、全体としては、文筆家という専門人集団が「精神的」価
値を生み出しつづける、ひとつの社会的な運動と位置づけられる。 
 第２章では、19 世紀後半のドイツにおいて「市民」の概念が、依然として特定の社会階層を指すものでありながら、
国民国家の成員が保持すべき生活様式、慣習、道徳的価値などを包摂する、文化的な意味内容を獲得するにいたった
ことが説かれる。階層的実体としての市民から切り離され、いわば表象として独り歩きをしはじめた「市民性
Bürgerlichkeit」の理念こそ、急速な産業化により社会の分業化・専門化・断片化が顕著になった 1900 年以降、文筆
家による「文化危機」の言説を規定するものだった。「市民」と「芸術家」との対立を描いた作品で小説家としての
地位を確立したトーマス・マンが、市民を階層概念としてではなく、モラルないし生活規範としてとらえる立場に移
っていったのは、こうした同時代の言論に並行しているとされる。 
 第３章は、1890 年以降にあらわれた、近代社会における芸術の位置をめぐる論議のなかで浮上した、国民教育の
メディアとしての芸術という言説を扱う。政治指導者も文筆家も、価値の多様化とともに分裂傾向にあるドイツ社会
を、ナショナルな「文化」によって再統合するというプログラムを共有していた。そうした文化的統合作用の媒体と
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してもっとも大きな期待が寄せられたのが芸術である。マンもまた、芸術と社会の対立を融和させるべく、「ドイツ
的なもの」を体現する文化的存在としての文学者という道を模索していった過程が、『精神と芸術』に即して追跡さ
れている。 
 文化的ナショナリズムは、政治的ナショナリズムと呼応しながら、「ドイツ文化」と「西欧文明」の対立図式へ展
開した。マンが第一次世界大戦中に発表した『非政治的人間の考察』に即して、こうした思考を検証するのが第４章
である。マンは、「市民」を経済活動の主体たる bourgeois ではなく、ナショナルな文化価値の保持を義務とする Bürger
ととらえ直し、そこに「ドイツ的なもの」をみた。市民と芸術家との相剋は、ドイツ性という文化的表象を介して綜
合される。こうした議論が、初期の文学世界に決定的な修正を加えるものでありながら、『トーニオ・クレーガー』
で提出されていた「市民的芸術家」の位置を徹底させたものでもあることが確認される。 
 「市民文化」=「国民文化」という理解は、斜陽に立つ教養市民層が、その階層文化を保持するために生み出した
言説のかなめであった。それは「普遍性を装う特殊性」の発現であり、そのかぎりでイデオロギー的色彩が濃い。第
一次世界大戦後のマンは、政治的立場を大きく変えて西欧民主主義支持を表明したが、近代社会がもたらす文化危機
という問題意識は変わっていない。〈結び〉は、文化をめぐる言説じたいの政治性と、それを自覚化するにいたった
マンの姿勢を確認して、全体の結論としている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 世紀転換期のドイツ文学は通例、自然主義にはじまり新即物主義にいたるイズムの交代の歴史として記述される。
その背景として、フランスやイタリアの文学・美術、北欧の演劇からの影響がかねてから指摘され、また人間中心的
な合理主義的世界観の破綻もつとに語られてきた。他方、歴史学からみれば、この時代はちょうど第二帝政後半期に
あたり、とりわけ社会史的レヴェルでの諸現象について分厚い研究成果が蓄積されている。 
 本論文は、そうした社会史的研究の成果を積極的に参照しつつ文学史を読み直すという、明確な問題意識に貫かれ
たものである。文学者たちの集合離散に眼を奪われることなく、「文化危機」の言説に焦点をあわせ、「文筆業の成立」、
「表象としての市民性」、「文化のナショナル化」といった論点を組み合わせてその全体像に迫った、重厚かつ立体的
な論述は、高く評価できる。その結果、ヨーロッパスケールでの美学的・思想史的な変動からとらえる従来の世紀転
換期文学の研究に欠けていた、社会史記述としての性格を強く打ち出した、独自のスタイルを獲得している。このよ
うな考察をとおして、『非政治的人間の考察』にいたるトーマス・マンの思考の道程をも明らかにしたところに、本
論文のもっとも大きな功績がある。作家の個人史に密着して語られることの多いこの問題的著作について本論文は、
「市民」「文化」「ドイツ」をめぐる同時代の言説をふまえ、また第一次世界大戦を挟んで切断と連続の両相をはらむ
マンの思考を確認しながら、バランスのとれた位置づけをおこなっている。 
 しかしながら本論文には時として、錯綜する現象にクリアな見通しを与えることを急ぐあまり、全般的な社会史的
記述に流れる部分がある。個別的なテクストにあらわれる矛盾や屈折に富んだ表現とのあいだで、いっそう粘り強い
対話があれば、社会史的知見がさらなる具体性を帯びて呈示されえたであろう点が惜しまれる。とはいえこれは、今
後の研鑚をとおして実現されていくべきものであり、本論文の価値じたいを減ずるものではない。 
 以上をもって、本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと認定する。 
